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平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、

私
の
所
信
の
一
端
と
主
要
施
策
等
の
概
要
を

申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

４
月
30
日
、
天
皇
陛
下
が
ご
退
位
さ
れ
、

皇
太
子
殿
下
が
翌
５
月
１
日
に
ご
即
位
さ
れ

ま
す
。
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
即

位
後
30
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
日
本
国
及
び

日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
、
皇
后
陛
下

と
ご
一
緒
に
全
国
各
地
の
ご
公
務
に
務
め
ら

れ
、
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
す

る
た
び
に
被
災
地
を
ご
訪
問
に
な
る
な
ど
、

常
に
国
民
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
ら
れ
、
国

民
に
寄
り
添
わ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
16
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
ご

臨
席
さ
れ
、
併
せ
て
地
方
事
情
ご
視
察
の
際

に
当
町
に
も
、
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
縄

文
真
脇
遺
跡
や
石
川
県
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

を
ご
訪
問
さ
れ
、
集
ま
っ
た
町
民
に
や
さ
し

い
お
言
葉
と
あ
た
た
か
い
笑
顔
で
ご
対
応
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
内
で
は
様
々
な
「
御
在
位
30
年

慶
祝
行
事
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
、
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
と
皇
太
子
さ
ま
の

ご
即
位
が
国
民
の
皆
様
の
祝
福
の
中
で
、
つ

つ
が
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
改
め
て
合
併
後
の
「
平
成
」
を

振
り
返
り
ま
す

　

・
平
成
17
年　
「
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
」

が
オ
ー
プ
ン

　

・
平
成
18
年　
「
小
木
と
も
旗
祭
り
」
が

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　

・
平
成
19
年　

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

当
町
も
震
度
５
弱
を
観
測

　

・
平
成
20
年　

鵜
川
の｢

い
ど
り
祭
り｣

が
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　

・
平
成
21
年　

能
登
高
校
が
開
校
し
「
能

登
高
校
を
応
援
す
る
会
」
が
設
立
。｢

奥
能

登
の
あ
え
の
こ
と｣

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録

　
・
平
成
22
年　

宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
、

北
河
内
ダ
ム
が
完
成

　

・
平
成
23
年　

能
登
町
音
頭
が
完
成

　

・
平
成
24
年　

千
葉
県
流
山
市
、
宮
崎
県

小
林
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結

　

・
平
成
25
年　

皇
太
子
さ
ま
が
「
第
16
回

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
い
し
か

わ
」
に
ご
臨
席
の
際
、
春
蘭
の
里
を
視
察

　

・
平
成
26
年　

能
登
町
観
光
・
地
域
交
流

平
成
31
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
４
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

持
木
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
「
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
」
が
完
成

　

・
平
成
27
年　
「
灯
り
舞
う
半
島 

能
登
～

熱
狂
の
キ
リ
コ
祭
り
～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

　

・
平
成
28
年　

旧
宇
出
津
公
民
館
に
「
ま

ち
な
か
鳳
雛
塾
」
が
開
塾

　

・
平
成
29
年　

宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度
保

持
施
設
、
水
産
物
加
工
処
理
施
設
が
完
成

　

・
平
成
30
年　

主
要
地
方
道
能
都
内
浦
線

の
真
脇
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。｢

能
登
の
ア
マ

メ
ハ
ギ｣

が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に

登
録

　

能
登
町
が
誕
生
し
て
14
年
間
、
主
な
も
の

を
掻
い
摘
ん
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の

他
に
も
本
当
に
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
、
そ

の
都
度
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い

ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
関
し
ま
し
て
、
平
成
18
年
度

か
ら
10
年
間
の「
第
一
次
能
登
町
総
合
計
画
」

で
は
、「
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、

「
一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
「
第
二
次
能
登
町

総
合
計
画
」
で
は
、「
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域

を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
目
標
と
し
て
、
住
民
が
自
信
と
誇
り

を
持
て
る
町
づ
く
り
と
未
来
の
能
登
町
を
支

え
る
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
に
対
し
て
は
、平
成
27
年
10
月
に「
能

登
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
能
登
町
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
特
に
官
民
連
携
で
組
織
し
た

「
能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
」が
中
心
と
な
っ

て
、移
住
定
住
の
受
入
体
制
を
整
え
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
に
82
世
帯
１
３
６
人
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
引
き
続
き
移
住
定
住
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
度
に

「
新
統
合
庁
舎
」「
柳
田
・
内
浦
総
合
支
所
」

「
海
洋
教
育
研
究
施
設
」「
の
と
九
十
九
湾
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
２
０
２
０

年
１
月
か
ら
は
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
31
年
度
は
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
ま
し
た
大
型
事
業
が
完
成
と
な
る

節
目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
は
、

今
後
の
能
登
町
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
の　

投
資
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、

ハ
ー
ド
を
生
か
し
な
が
ら
、
全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
り
、
町
の

活
性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、

能
登
町
の
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し

て
は
第
二
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
加
速
す
る
と
と
も
に
、
能
登
町
の

未
来
へ
つ
な
が
る
施
策
を
着
実
に
推
し
進
め

る
べ
く
編
成
し
ま
し
た
。　

　

環
境
教
育
の
普
及
と
実
践
を
通
し
て
、
世

界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
能
登
の
里
山
里
海
」

を
保
全
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
取
り
組
み

と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極

的
に
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

す
も
の
で
す
。
こ
の
施
策
と
し
て
、「
天
皇

陛
下
御
在
位
30
年
記
念
植
樹
」を
行
う
ほ
か
、

「
世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業
」
で
は
、
世
界

農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
や
能
登
地
域

Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協
議
会
へ
の
負
担
金
を
計

上
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
推
進

事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ス
ト
ー
ブ
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
道
路
整

備
費
」
で
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
、
地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

を
継
続
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
橋

り
ょ
う
・
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も
、
計
画
的

に
点
検
を
実
施
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
進
め

る
ほ
か
、
新
統
合
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

の
た
め
、
梅
ノ
木
川
河
川
橋
の
建
設
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
「
小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

で
は
、
の
と
九
十
九
湾
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

の
外
構
整
備
を
行
う
ほ
か
、
小
木
地
区
町
民

研
修
セ
ン
タ
ー
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し

て
整
備
し
、
小
木
地
区
の
都
市
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た｢

町
野

川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

を
更
新
し
、
町

野
川
流
域
の
洪
水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

｢

非
常
備
消
防
費
」
で
は
、
引
き
続
き
消

防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得
へ
の
助
成
等
を

実
施
し
、
消
防
団
員
確
保
対
策
を
強
化
い
た

し
ま
す
。

　
「
防
災
総
務
費
」
で
は
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
た
め
に
、
引
き
続
き
防
災
士
や
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、
防
災
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

一
次
産
業
や
商
工
業
、観
光
業
を
推
進
し
、

地
域
の
活
性
化
と
し
ご
と
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
も
の
で
、
施
策
と
し
て
、「
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
檻
購
入
や

施 政 方 針
平成 31 年度

①
自
然
環
境
と
の

絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り

電
気
柵
設
置
な
ど
を

強
化
し
、
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
業
被
害
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
農
業
推

進
事
業
」
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
農

家
の
技
術
や
経
験
則

を
数
値
化
す
る
こ
と

で
、
担
い
手
へ
の
技

術
継
承
や
生
産
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。
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「
畜
産
事
業
」
で
は
、
能
登
牛
の
増
頭
に

対
す
る
補
助
を
実
施
し
、
県
内
最
大
の
能
登

牛
の
産
地
と
し
て
、
能
登
牛
生
産
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
県
営
ほ
場
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
継

続
４
地
区
と
新
規
１
地
区
の
負
担
金
を
計
上

す
る
ほ
か
、
新
規
採
択
を
目
指
す
３
地
区
に

つ
い
て
、
関
連
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
」
で
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、
自
然
条
件
の

悪
い
森
林
を
町
が
適
切
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
発

揮
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、「
宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度

保
持
施
設
」に
自
動
計
量
選
別
機
を
導
入
し
、

施
設
の
効
率
的
な
稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
漁
船
特
殊
保
険
加
入
支
援
事
業
」
で
は
、

引
き
続
き
戦
乱
等
特
約
に
加
入
し
た
中
型
イ

カ
釣
り
船
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
漁
業
者

の
安
全
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

し
ご
と
づ
く
り
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「
観
光
情
報
発
信
事
業
」
で
は
、
新
た

に
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
や
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
観
光
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
「
の
と
九
十
九
湾
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

費
」
で
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
関
連
備
品

の
整
備
や
サ
イ
ン
改
修
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
制
作
な
ど
、
開
業
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、「
配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
」
で
は
、

年
間
の
予
定
配
食
数
を
４
万
食
と
見
込

み
、
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
な
ど
、
必
要
な
方
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

　

｢

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
費
」
で
は
、
こ

ど
も
み
ら
い
セ
ン

タ
ー
の
外
壁
改
修
を

実
施
し
、
子
育
て
支

援
の
拠
点
と
な
る
施

設
の
長
寿
命
化
を
図

り
ま
す
。｢

予
防
接

種
事
業
」
で
は
、
新

た
に
風
し
ん
対
策
事

業
を
実
施
し
、
近
年

患
者
数
が
増
加
し
て

い
る
風
し
ん
予
防
を

強
化
し
て
流
行
を
防

ぎ
ま
す
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
」
で
は
、

食
育
推
進
計
画
の
策
定
や
食
育
標
語
の
募

集
を
行
う
な
ど
食
育
の
推
進
を
図
る
ほ

か
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
妊
娠
出
産
子
育
て
世
代
へ
の
対

応
窓
口
を
一
本
化
し
て
子
育
て
支
援
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
能
登
高
等
学

校
魅
力
化
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
、
国

の
地
域
力
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
し
て
魅
力
化
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
の
講
師
を
増
員
し

て
運
営
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
公
民
館
費
」
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ア
マ
メ
ハ
ギ
の

保
存
継
承
の
た
め
、
秋
吉
公
民
館
を
改
修

し
て
囲
炉
裏
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
映
像
機

器
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
三
波
公
民
館
建
設
事
業
」
で
は
、
老

朽
化
し
た
三
波
公
民
館
建
て
替
え
の
た

め
、
本
年
度
は
実
施
設
計
及
び
旧
公
民
館

の
解
体
を
行
い
ま
す
。

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業
」
は
、

当
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生
を
目
指

し
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
定

住
促
進
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
定
住
促

進
協
議
会
に
お
い
て
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
ほ
か
、
移
住
者
の
住
宅
購
入
や
中

古
住
宅
改
築
に
要
す
る
経
費
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

　
「
の
と
未
来
会
議
」
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
施
す
る

た
め
、
若
者
が
集
い
、
学
び
な
が
ら
能
登

町
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
を
つ
く

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
能
登

町
創
生
総
合
戦
略
」
の
効
果
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
第
２
期
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

能
登
町
創
生
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

施 政 方 針
平成 31 年度

⑥
地
域
の
絆
を
深
め

　

住
み
続
け
た
く
な
る

　

ま
ち
づ
く
り
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「
集
会
所
整
備
事
業
」
で
は
、
比
那
地

区
の
集
会
所
を
整
備
す
る
ほ
か
、
近
年
の

猛
暑
を
受
け
て
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
集

会
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
経
費
を
助
成

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
、
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
と
し

て
、「
新
統
合
庁
舎
整
備
事
業
」お
よ
び「
総

合
支
所
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、
庁
舎
建

設
工
事
の
進
捗
を
図
り
、
２
０
２
０
年
１

月
の
開
庁
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
有
線
放
送
整
備
事
業
」
で
は
、
柳
田

と
内
浦
地
区
の
各
家
庭
ま
で
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
再
整
備
し
、
４
Ｋ
８
Ｋ
放
送
へ
の

対
応
や
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
31
年
度
か
ら
税
や
保
険
料
、

上
下
水
道
使
用
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
実

施
し
、
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議

は
、
３
月
６
日
に
開
会
し
３
月
15
日

ま
で
の
10
日
間
と
会
期
を
定
め
、
平
成
31
年

度
能
登
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
関
係
17

件
、
一
般
議
案
30
件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町

長
が
提
案
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
人
事
案
件

３
件
は
た
だ
ち
に
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
は
、
各

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
44
件
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
会
提
出
議
案
２
件
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
…
47
件

平
成
31
年
度
当
初
予
算
…
7
件

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
、
病
院
事
業
会
計

平
成
30
年
度
補
正
予
算
…
10
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）、介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）、病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平成 31 年第 2 回
3 月定例会議

・
能
登
町
海
洋
教
育
研
究
施
設
設
置
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
管
理
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
条
例
を
廃

　

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
の

　

整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ

　

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

　

画
の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

　

画
の
策
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

　

に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て
（
小
坂 

智
・
松
波
）

･

能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

　

て
（
角 

弘
子
・
鵜
川
）

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

　

て
（
上
結
謙
一
郎
・
宇
出
津
）

■
報
告
：
１
件

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償

　

の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
：
２
件

・
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
取

　

り
組
み
を
進
め
る
意
見
書

・
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供
体
制
の
充

　

実
と
健
康
管
理
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
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◆経常収支比率
▲実質公債費比率

　平成 31 年度当初予算は、27 年度に策定し
た第 2 次総合計画に掲げた「町民が自信と
誇りが持てる町づくり」を目指し、観光交流
人口の拡大や定住促進施策の充実、一次産業
の活性化等、能登町創生に向けた取り組みを
さらに加速するとともに、能登町の未来へつ
ながる施策を着実に推進する予算となってい
ます。
　一般会計で 1,300 万円減（0.1% 減）の総
額 178 億 6,000 万円（うち新統合庁舎及び
総合支所に関する予算額は 27 億 1,158 万円）
となりました。

歳入では、町税が 2,419 万円増の 16
億 4,234 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 40% を占める地方交付税に
ついては、合併算定替の縮減により、4,000
万円減の 69 億 8,000 万円を見込んでいます。
　使用料及び手数料については、インター
ネット使用料や住宅使用料の増加により、
1,459 万円増の 3 億 7,800 万円を見込んで
います。
　国庫支出金・県支出金については、有線放
送整備事業の増により、3 億 1,975 万円増の
20 億 9,914 万円を見込んでいます。
　寄付金は、ふるさと能登町応援寄附金など、
前年度並みの 2 億 10 万円を見込んでいます。
　繰入金は、庁舎建設基金や合併振興基金な

どの繰入額は増加しましたが、財政調整基金
や減債基金などの繰入額の減少により、3 億
5,748 万円減の 10 億 905 万円となりました。
　町債においては、新統合庁舎整備事業や総
合支所整備事業、有線放送整備事業などによ
り、6 億 7,600 万円増の 48 億 1,710 万円と
なりました。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 58 億 9,113

万円となり全体の 33％を占めました。その
うち人件費については、選挙に伴う時間外勤
務手当の増加などにより 2,742 万円増の 21
億 333 万円となっています。
　公債費は、地方債残高を減少させるため
の繰上償還金 6 億 7,787 万円を見込むほか、
これまでの繰上償還の実施により 4 億 2,287
万円減の 26 億 6,763 万円となりました。
　普通建設事業費は、新統合庁舎整備事業や
総合支所整備事業、有線放送整備事業、公営
住宅整備事業などにより、3 億 1,244 万円増
の 55 億 3,505 万円となりました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、有
線放送整備事業に係る通信回線の増強や遊休
施設の解体などにより物件費は増加しました
が、一部事務組合や病院への負担金の減によ
り補助費は減少し、1,797 万円減の総額 63
億 1,143 万円となりました。

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
及
び
負

担
金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地

方
債
な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金 

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公

共
団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、国
が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事

業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、非
常
勤
含
む
職
員

給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と

し
て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、

老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経

費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び

一
時
借
入
金
の
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な

ど
公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設

事
業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役

務
費（
郵
便
料
等
）、委
託
料
、賃
借

料
、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、宇
出
津

病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費

【
財
政
指
数
等
】

基
金
…
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金

を
積
み
立
て
た
り
、定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金

ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
…
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
が
多
く
、１
０
０
㌫

に
な
る
と
財
政
が
硬
直
化

実
質
公
債
費
比
率
…
普
通
会
計
に
企

業
会
計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た

実
質
的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の

程
度
を
示
す
指
標

H20 H21 H22 H23 H24 H25

20

80

100

120
％

◆ ◆
◆ ◆

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲178億6,  000万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

（前年度比 1,300 万円減）

◆地方債残高
区分 平成 30 年度末（見込） 平成 31 年度（見込）

一般会計 　　226 億 4788 万 9 千円 　　249 億 0824 万 9 千円
特別会計 　　082 億 3016 万 3 千円 　　079 億 0170 万 6 千円
企業会計 　　 46 億 2657 万 2 千円 　　 46 億 1202 万 3 千円

計 　　355 億 0462 万 4 千円 　　374 億 2197 万 8 千円
※簡易水道特別会計分の地方債残高は、特別会計より企業会計に移管

◆基金総額
区分 平成 30 年度末（見込） 平成 31 年度（見込）

一般会計 　　  59 億 3517 万 3 千円 　　 50 億 1409 万 2 千円

◆財政指標の推移

◆

▲

H26

◆

H27

▲

◆

町税
16億4234万2千円（9.2％）

使用料及び手数料
3億7800万7千円（2.1％）

諸収入・その他
2億8659万9千円

（1.6％）

地方交付税
69億8000万円

（39.1％）

国庫支出金
13億6395万9千円（7.6％）

県支出金
7億3518万2千円

（4.1%）

その他
8170万円（0.4%）

分担金及び負担金
8683万2千円

（0.5％）
繰入金
10億905万6千円

（5.7％）地方譲与税
1億6072万3千円

（0.9％）

地方消費税交付金
3億1850万円（1.8％）

依存財源
（81.0%）

自主財源
（19.0%）

人件費
21億332万9千円

（11.8％）
扶助費
11億2016万6千円

（6.3％）

公債費
26億6763万円

（14.9％）

普通建設事業費
55億3504万8千円

（31.0％）

災害復旧事業費
9239万7千円（0.5％）

物件費
21億892万円

（11.8％）

維持補修費
2億4090万1千円

（1.3％）

補助費等
20億7969万8千円

（11.6%）

積立金
9097万5千円

（0.5%）

繰出金
16億8840万2千円

（9.5%）
その他
3252万円（0.2%）

義務的
経費

（33.0%）
投資的
経費

（31.5%）

消費的
経費

（35.3%）

投資及び出資金
1億1万4千円

（0.6%）

総務費
56億507万8千円

（31.4％）

民生費
28億5118万2千円

（16.0％）

衛生費
15億6457万1千円

（8.8％）労働費
3680万円（0.2％）

農林水産業費
6億2372万6千円

（3.5％）

商工費
3億9378万8千円

（2.2％）

土木費
23億2018万6千円

（13.0％）
消防費
5億5887万9千円

（3.1％）

教育費
10億606万6千円

（5.6％）

公債費
26億6763万円

（14.9％）

災害復旧費
9239万7千円

（0.5％）

議会費
1億969万6千円

（0.6％）

その他
3000万1千円

（0.2％）

◆

▲

95.4 94.1
87.4 89.5 87.8 87.3 86.8 86.6

19.2 18.9 17.9 17.0

15.7 14.5 12.4

93.9

9.7

H28 H29

◆
91.7 ◆

10.3
▲

10.2

▲
21.2

H19

◆
99.7

歳出（目的別）

町債
48億1710万円

（27.0％）
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会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

①
自
然
環
境
と
の
絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
た
い
と
感
じ
る  

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

天
皇
陛
下
御
在
位
30
年
記
念
植
樹

３
０
０
千
円

▽
天
皇
陛
下
御
在
位
30
年
お
よ
び

皇
太
子
さ
ま
の
御
即
位
を
記
念

し
、
全
国
で
記
念
造
林
や
植
樹
が

行
わ
れ
、
国
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
が
促
進
さ
れ
る
。

　

町
で
は
不
動
寺
み
ど
り
の
少
年

団
が
植
樹
を
実
施
予
定
。

除
雪
対
策
事
業

１
５
１
，
０
３
７
千
円

▽
町
道
除
雪
費
、

町
道
除
雪
協
力
業
者
除
雪
機
械
経

費
購
入
補
助

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

２
８
６
，
１
５
０
千
円

▽
改
築
3
路
線
、
交
通
安
全
3
路

線
、
橋
り
ょ
う
補
修
1
橋
、
落
石

対
策
1
路
線
、
消
雪
1
路
線
、
橋

り
ょ
う
定
期
点
検
、
ト
ン
ネ
ル
補

修
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
策

定
、
小
型
除
雪
車
3
台
購
入

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

２
６
４
，
３
０
０
千
円

▽
改
築
8
路
線
、
側
溝
改
修
4
路

線
、
舗
装
修
繕
4
路
線

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

１
３
３
，
１
０
０
千
円

▽
新
統
合
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
さ
せ
る
た
め
河
川
橋
を
建
設

町
野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

更
新
業
務

３
，
１
０
０
千
円

▽
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
町

野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

更
新
し
洪
水
対
策
を
推
進

小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業

４
７
０
，
９
４
８
千
円

▽
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
イ
カ
の

駅
」
外
構
・
サ
イ
ン
整
備
の
ほ
か

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
。「
イ

カ
の
ま
ち
小
木
」
の
発
信
に
よ
り

交
流
人
口
を
呼
び
込
む
と
と
も

に
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業

2
８
，
３
０
７
千
円

▽
羽
田
空
港
経
由
で
の
乗
継
助
成

を
継
続
。
町
民
の
搭
乗
率
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
空
港
を
利
用

し
た
誘
客
を
推
進
す
る
。

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
負
担
金

３
７
２
，
６
９
８
千
円

▽
同
組
合
の
事
業
費
を
負
担
。
組

合
予
算
で
は
、
2
０
２
３
年
度
以

降
の
廃
棄
物
焼
却
処
理
に
向
け
、

施
設
の
造
成
設
計
、
発
注
仕
様
書

作
成
業
務
費
な
ど
を
計
上
。

率
の
向
上
を
図
る
。	

畜
産
事
業
事
務
費９

，
０
３
３
千
円

▽
能
登
牛
の
増
頭
に
対
す
る
補
助

を
継
続
し
生
産
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て

の
競
争
力
を
高
め
る
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業

６
０
，
８
１
３
千
円

▽
「
柳
田
中
央
」「
五
十
里
・
黒

川
」「
柳
田
南
部
」「
寺
五
」
の
４

地
区
で
の
整
備
を
継
続
し
、「
天

坂
・
久
田
」
地
区
を
新
た
に
整
備
。

ま
た
、「
柳
田
中
央
第
２
」「
瑞
穂

第
1
」「
大
箱
」
の
計
画
書
を
策

定
す
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
事
業

１
０
，
９
３
２
千
円

▽
森
林
環
境
譲
与
税
を
全
額
基
金

と
し
て
積
み
立
て
、
里
山
の
保
全

や
整
備
事
業
に
活
用
す
る
。

宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設

管
理
費

６
，
９
９
２
千
円

▽
自
動
計
量
選
別
機
を
導
入
し
、

迅
速
な
作
業
に
よ
る
鮮
度
の
保
持

と
、
効
率
化
を
図
る
。

漁
船
特
殊
保
険
加
入
支
援
事
業

６
０
０
千
円

▽
戦
乱
等
特
約
に
加
入
し
た
中
型

イ
カ
釣
り
船
に
対
し
保
険
料
を
助
成

し
、
漁
業
者
の
安
全
確
保
を
支
援
。

観
光
情
報
発
信
事
業

１
２
，
６
１
１
千
円

▽
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
や
、
観
光
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
幅
広
い
客
層
や
世
代
に
、
よ

り
積
極
的
に
観
光
情
報
発
信
す
る
。

の
と
九
十
九
湾

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
費

２
３
，
１
２
１
千
円

▽
簡
易
桟
橋
設
置
、
遊
覧
船
修
繕

な
ど
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
開
業
に

向
け
た
経
費

観
光
施
設
管
理
費

１
１
７
，
６
７
６
千
円

▽
観
光
施
設
の
管
理
運
営
費
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
ま
び
こ
浴
槽
棟

増
築
設
計
費
、
越
坂
プ
ラ
ザ
プ
ー

ル
解
体
費
な
ど
。
多
様
化
す
る
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
魅
力

あ
る
施
設
の
充
実
を
図
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

２
５
，
１
０
２
千
円

▽
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
業
被

害
軽
減
の
た
め
、
資
格
取
得
や
檻お
り

購
入
費
用
補
助
、
捕
獲
報
償
金
の

予
算
を
増
額
し
対
策
を
強
化
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

５
０
０
千
円

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
農
家
の
技
術

や
経
験
則
を
数
値
化
し
、
担
い
手

へ
の
技
術
継
承
と
生
産
管
理
や
効

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

区分 予算額 増減
一般会計　　　　　① 178億6000万円 △ 0.1％

特別会計　　　　　② 067億8307万1千円 △2.4％

国民健康保険 024億8454万7千円 △6.2％

保険事業勘定 024億7892万5千円 △6.2％

直営診療施設勘定 000億0562万2千円 1.2％

後期高齢者医療 003億1346万4千円 △0.9％

介護保険 028億4467万円 2.5％

保険事業勘定 ※ ― ―

サービス事業勘定 ※ ― ―

下水道事業 0011億4039万円 △5.4％

公共下水道事業 ※ ― ―

農業集落排水事業 ※ ― ―

漁業集落排水事業 ※ ― ―

浄化槽整備推進事業 ※ ― ―

企業会計　　　　　③ 048億5728万2千円 2.8％

水道事業会計 018億3759万円 33.3％

収益的支出   07億6212万4千円 6.4％

資本的支出 010億7546万6千円 62.4％

病院事業会計 030億1969万2千円 △0.9％

収益的支出 024億2894万5千円 △8.1％

資本的支出 005億9074万7千円 47.1％

①②③合計 295億0035万3千円 0.9％

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を
持
て
る
人
づ
く
り

配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業

２
０
，
０
０
０
千
円

▽
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
、高
齢
世
帯
を
対
象
に
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

提
供
し
健
康
の
維
持
や
安
否
確
認

を
行
う
。

児
童
福
祉
事
業

７
，
８
６
０
千
円

▽
県
内
保
育
関
係
者
が
集
い
研
究

成
果
を
発
表
す
る
「
石
川
県
保
育

研
究
大
会
」
開
催
経
費
、「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
第

２
期
）」
策
定
業
務
費
。
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
す
。

公
立
認
定
こ
ど
も
園
管
理
費

１
０
４
，
１
４
１
千
円

▽
園
庭
遊
具
改
修
（
柳
田
保
育

所
）、
幼
児
用
手
洗
い
設
置
（
ひ

ば
り
保
育
所
）
な
ど
施
設
を
整
備

し
、子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
費

２
１
，
６
８
８
千
円

▽
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
の
外

壁
を
改
修
し
、
子
育
て
の
拠
点
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

予
防
接
種
事
業４

０
，
０
２
３
千
円

▽
風
し
ん
予
防
接
種
を
無
償
化
。

３
年
間
で
集
中
的
に
実
施
し
、
流

行
の
拡
大
を
抑
制
す
る
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

２
，
１
５
３
千
円

▽
食
育
推
進
計
画
の
策
定
や
、
地

域
食
育
標
語
の
募
集
を
行
い
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
、
食
へ

の
関
心
を
高
め
る
。
▽
妊
娠
出
産

子
育
て
ま
で
の
窓
口
を
一
本
化
す

る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
と
ぎ
れ
の
無
い

子
育
て
支
援
を
展
開
す
る
。

※介護保険事業特別会計は、平成 31 年度から勘定を廃止。
公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、漁
業集落排水事業特別会計、浄化槽整備推進事業特別会計は
平成 30 年度で廃止し、下水道事業特別会計とする。
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⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、
町
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

５
０
，
０
９
５
千
円

▽
国
の
地
域
力
創
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
活
用
し
事
業
の
方
向

性
を
検
討
、「
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
」

の
内
容
充
実
に
つ
と
め
る
。
▽
ま

ち
な
か
鳳
雛
塾
の
講
師
を
２
人
増

員
し
、指
導
体
制
の
向
上
を
図
る
。

公
民
館
費

７
９
，
８
８
７
千
円

▽
秋
吉
公
民
館
の
和
室
に
「
ア
マ

メ
ハ
ギ
」
で
使
わ
れ
る
囲
炉
裏
や

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
伝
統
行
事
の
保
存
、
継
承
を

行
う
。

三
波
公
民
館
建
設
事
業

３
１
，
６
８
４
千
円

▽
老
朽
化
し
た
建
物
の
改
築
に
向

け
、
実
施
設
計
と
解
体
工
事
費
を

計
上
。

ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業

５
０
０
千
円

▽
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生

を
目
指
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
動
を
支
援
す
る
。

定
住
促
進
事
業３

２
，
０
０
０
千
円

▽
移
住
希
望
者
の
窓
口
で
あ
る

「
定
住
促
進
協
議
会
事
業
」
や
、

移
住
者
の
新
築
住
宅
お
よ
び
中
古

住
宅
改
築
の
助
成
な
ど
を
継
続
し

定
住
者
増
を
目
指
す
。

定
住
促
進
助
成
金１

，
９
０
０
千
円

▽
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
な
ど
が
町
内
企
業
等
に
雇
用
さ

れ
た
場
合
、
申
請
年
と
翌
年
の
2

カ
年
、
各
5
万
円
を
助
成

の
と
未
来
会
議

７
９
４
千
円

▽
引
き
続
き
、
幅
広
い
世
代
や
職

種
の
住
民
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う

に
す
る
と
若
者
が
集
ま
る
元
気
な

能
登
町
に
な
る
の
か
、
町
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
語
り
合
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
実
施
す
る
。

創
生
総
合
戦
略
更
新
事
業

５
，
７
２
３
千
円

▽
２
０
１
５
～
２
０
１
９
年
能
登

町
創
生
総
合
戦
略
第
1
期
の
効
果

を
検
証
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
の

第
２
期
に
向
け
戦
略
の
見
直
し
や

更
新
を
行
う
。

合
併
15
周
年
記
念
事
業

２
，
２
０
８
千
円

▽
２
０
２
０
年
３
月
1
日
の
合
併

15
周
年
式
典
と
、
新
庁
舎
完
成
記

念
式
典
を
同
時
に
挙
行
す
る
。

比
那
集
会
所
整
備
事
業

４
３
，
３
７
４
千
円

▽
比
那
地
区
に
集
会
所
を
整
備

集
会
施
設
空
調
設
備
設
置
補
助
事
業

１
，
０
０
０
千
円

▽
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
全
集
会
施

設
を
対
象
に
、
設
置
経
費
の
一

部
を
助
成
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
強
化
を
促
進
す
る
。

新
統
合
庁
舎
整
備
事
業

１
，
７
４
２
，
５
２
６
千
円

▽
工
事
請
負
費
、
備
品
購
入
費
。

2
０
２
０
年
1
月
開
庁
予
定

柳
田
総
合
支
所
整
備
事
業

３
２
７
，
０
７
１
千
円

▽
現
庁
舎
後
方
に
建
築
。
工
事
請

負
費
、
現
庁
舎
解
体
費

内
浦
総
合
支
所
整
備
事
業

６
４
１
，
９
７
９
千
円

▽
松
波
公
民
館
と
合
築
。
工
事
請

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み

     

続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　

 

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

負
費
、
備
品
購
入
費

電
子
自
治
体
推
進
費

１
４
５
，
４
０
５
千
円

▽
業
務
シ
ス
テ
ム
構
築
費
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
・
伝
送
路
引
込
工
事
費

有
線
放
送
整
備
事
業

９
９
８
，
１
５
８
千
円

▽
柳
田
・
内
浦
地
区
を
Ｈ
Ｆ
Ｃ
か

ら
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
へ
再
整
備
し
、
４
Ｋ

８
Ｋ
放
送
へ
の
対
応
や
快
適
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
構
築
を
推
進

◀柳田総合支所
（外観イメージ）

▲内浦総合支所
（外観イメージ）

　これまで役場各庁舎、支所、金融機関でしか納められなかった町税な

どが、4 月からコンビニエンスストア（以下コンビニ）や北陸３県のゆ

うちょ銀行でも納めることができるようになりました。

　コンビニでの納付は、納期限内であれば全国の取り扱い店舗で、曜日

や時間を気にすることなく納めることができます。

いつでも、どこでも、お気軽に！

コンビニ納付 がはじまります

○取り扱い出来ない納付書
　次のような納付書はコンビニでの納付ができませんので

ご注意ください。

･ １枚の納付金額が 30 万円を超える納付書

･ バーコードが印刷されていない納付書

･ 金額訂正や破損 ･ 汚損などにより、バーコードが読み取り

できない納付書

･ コンビニでの取り扱い期限が過ぎた納付書

○ご注意
･ コンビニでの納付開始により、納付書が１枚ごと（つ

づられていない状態）になりますので、記載されて

いる納期等をよく確認してください。

･ ゆうちょ銀行（郵便局）窓口での納付は、北陸３県（石

川県・富山県・福井県）に限ります。

○納付できる町税などとお問い合わせ先
種類 問い合わせ先

町税

町県民税

税務課 ☎62-8505
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税

保険料
介護保険料

健康福祉課
☎ 72-2502

後期高齢者医療保険料 ☎ 72-2503
使用料 上下水道料 上下水道課 ☎ 72-2507

○利用できるコンビニ
ファミリーマート、ローソン、セブン・イレブン、

デイリーヤマザキ、くらしハウス、コミュニティ・

ストア、ハマナスクラブ、スリーエイト、スリー

エフ、生活彩家、セイコーマート、セーブオン、

タイエー、ハセガワストア、ポプラ、ミニストッ

プ、ローソンストア 100、ヤマザキスペシャルパー

トナーショップ、ニューヤマザキデイリーストア、

その他ＭＭＫ（マルチメディアキオスク）設置店

◀
納
付
書
様
式
（
見
本
）

地域医療振興を志す学生を支援します
公立宇出津総合病院勤務で返済免除。看護師・薬剤師の修学資金貸与制度

　将来、薬剤師として公立宇出津総合病院に勤務する
意思のある学生のために、修学に必要な資金を貸し付
ける制度です。
応募資格　学校教育法に規定する大
学において薬学を履修する課程に在
学し卒業後、当院薬剤師として業務に
従事しようとする意思のある者。※
詳しくはお問い合わせください。
申請方法　申請書と在学証明書など
を当院に直接持参するか、郵送して
ください。

　看護学校などを卒業後、公立宇出津総合病院で勤務
する意思のある学生のために、修学資金の貸与を行い
ます。
応募資格　全国の看護師等の養成施設に在学し、卒業
後、公立宇出津総合病院で看護師の業務に従事しよう
とする人
申請方法　申請書と在学する養成施設長の推薦書など
を、看護学校等を通じて提出してください。
※県地域医療支援看護師等修学資金との併給貸与が可能
です。この場合、町からは 5 万円の計 15 万円です。県
修学資金については県医療対策課☎ 076-225-1431 へ。

問 制度についてのお問い合わせ、申請書類を事前に準備したい場合などは、当院までご連絡く
ださい。申請書は当院のホームページ（http://www.hospitalnet.jp/）からダウンロードできます。

問公立宇出津総合病院☎ 62-1311

 5 月 15 日㊌まで
申請受け付け期間

看護師等修学資金制度月額 10 万円貸与 薬剤師修学資金制度月額 10 万円貸与


